





















平成 7 年 5 月 3 1 日

































明できることを明らかにし， CE の最適作業設計および CE の定量的評価を行うための基礎を築いた。
(2) 人間中心 CE における情報交換に関して，設計者や技術者相互のコミュニケーションを分析して，会話の状態と
そこで可能な言語行為を明確にした会話モデルを提案した。また，情報共有に関しては非多様体幾何を基礎とした
対象表現法を提案しこのふたつの統合による正確でかつ円滑なコミュニケーションが可能となることを示した。
(3) 異なる専門を有する複数人による協調的な人間中心CEを支援する計算機システムの構築を行い，既存のシステ
ムでは困難であった，対話とモデル共有に基づく協調的な作業の計算機支援を実現した。
以上のように，本論文は人間中心CE という概念に対して，理論的基盤を与え，かっ人間中心CEの実現に有効となる
計算機支援の手法を提供しており，設計工学，生産工学の発展と，産業界における設計・生産手法の革新に寄与すると
ころが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
- 406 ー
